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第10表　シードテープ利用による諸経費試算表

　　 項 目

晶 別
型　　 式

価　　 格 】耐 用年数

備　　　　　　 考垣　 根

ニ ンジ ン
ハ クサ イ

木

椀

シー　ダ マ　シ　ン S M　A －　5
　　 H
220．00 0

22 0．000円

使 用面折

に よ る

業 務 用

テー プ シー ダー T　S　A　－　5 乳500 乳50 0 1 条用 （マー カー 付）

種 子　 ベ　 ル ト 点描 標準型 2，000 2．000 1 各種　 1 本 2．0 0 0円

リ　 ー　 ル　計 48 0′
10 a 当 り

25°．500

5占0／
1D a 当 り

25 1．8 dO

5 0 0 7花巻 ， 1 巻分 1 2 0 円

テ フ　 イ　 ル　 ム
（ホ′レセ ロソ）

9 dO／
10 a 当り

d 24／
1〔a 当 り

1　　 年 垣 根 ニソ ジ ン2．nOOγ托／10 a 当 り，

1 巻 24 0 円
t

プ

糸

計

2 69ga 当 り

1，1°D／
10 a当 。

150／
10 a当り

75 4／

1 10 a 当り

1　　 年 ハ クサイ　t 50 0′1 D a 当 り

短根ニンジンの養分吸収について

高　橋　慶　一・伊　藤　明　治＊

（岩手県閲読高冷地分場・＊岩手県園試）

1　ま　え　が　き

野菜の主産地形成に伴い，一応の施肥基準を設定し

ているが，これら各種野菜の施肥基準は，これまでの

慣行栽培を目安に設定しているものが多く理論的な根

拠に乏しい。また，有機質肥料の不足とあいまって最

近はますます化学肥料の多肥が行なわれている。この

ようなことから，国の指定産地2地域をもつ垣根ニン

ジンをひとまず対象とし，生育に伴う時期的な養分吸

収量を知り，施肥合理化上の参考に賛するため，昭和4ち

44年の2カ年にわたって試験を実施したが，ここで

は，昭和44年の成績を中心に報告する。

2　試．験　方　法

品　　種：チャンテネーインプループド

播　種　斯：5月15日

第1表　生　育　経　過

我植距離：5　0（謂×10cm

施肥畳：108当りⅣ18K乳　P12Kg，E15

Kg，それぞれ硫安，過石，塩加で施用。

施肥法：Pは全量元肥，N，Rは元肥％　追肥兄

元肥は全面施用。

供試土壌：火山灰土壌（焼石岳火山灰系）

ニンジンの分析法：各時期20個体を供用し，Nは

ケルダール法，Pはノミナドアソモソ法，Kは炎光分析，

Ca，Mgは原子吸光分析法によった。

5　試　験　結　果

1　生育経過

短根ニンジンの生育は，播種後50日で菓敦45枚．

板長15．8の＼地際部の板の太さn25cm，全重（生体

重）は1タにも達せず，初期～中期まではきわめて緩

慢な生育を示した（第1蓑）。

項 目

播 櫨

後 日 数

草　 丈 菓　 数

大　　 根 わ め

板　 長

生　 体　 重　 け ） 乾　 物　 重　 （夢）

太　 さ 長　 さ 菓　 重 板　 重 全　 重 菓　 重 板　 重 全　 量

5 0　日 1 5．5 の乃 4 5 枚 0．2 5 － 15．8 m 0．8 5 8 0．1 0 2 n 7 6 5 ロ．0 9 ° n 口1 7 0．1 1 5

4 0　日 1ヱ9 占．9 n 7 5 4 8 14 9 2．9 0 2 1．5 7口 4 2 7 2 n 4 5 5 n 1 7 5 n d 2 8

7 0　日 2 5．4 8．1 1．2 5 6．0 2 6．5 8．8 5 8 4 1 8 1 1 0．8 5 7 1．18 ° n 4 d O 1．6 2（～

8 0　日 5 7 7 9．1 1．9 1 a 9 5 4．° 2 1．9 0 12．5 D 5 4 2 0 2．5 2 0 0．9 4 0 5．2 d

9 1 日 4 9．4 見る 2．9 1 10．8 49．1 」且 5 6 S d．9 0 7 7 4 8 5．29 5．5 4 8．8 5

1 0 1 日 5 1．1 1 1．5 5，7 0 12．8 － 占5．5 9 7 4 5 8 1 5 9．9 5 a 1 4 占．8 2 14 9 8

1 1 1 日 5 5．4 10．9 5．4 9 1 4 2
－

1 0 0．9 8 1 6 5．0 7 26 1．0 5 1 4 5 0 12．7 4 2 ヱ2 4
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その後地上部の生長とともに板の肥大が始まり，播

種後‘0日以降90日までは10日間に約5倍の割合

で棍重の増加がみられ，90日以降収穫までの20日

間は，10日間に2倍以上と云う著しい増加を示した0

そして播種後約1DO日になって根重が葉重を上回り

T′R率は88痴となり，収穫時には‘1帝となったカミ

前年の結果なども考慮すると90～1DO日で根重が菓

重を上回るものと思われる。このことはもちろん品種

との関係が深く，根部の肥大の早い品種では，この時

期よりさらに早いものと考えられる0

葉数の増加は．播種後100日ころで止まるが，葉の

伸長はその後も続き，したがって菓重の増加も収穫時

までみられた。

結局収穫時では，禁教1m9枚，葉長55・4仰，根径

5．5仰，根長142（刊，板重1°5才となり，生体重で10

8当り薬重2．020晦，根重5．501Kク，乾物重で，葉重

が2548Kク，板が554・8晦となり，乾物率は葉が145

帝，根がZ72喀となった。

2　養分吸収量

各養分の吸収は，生育量の増加に伴って当然のこと

ながら吸収量も多くなり，特に後半の旺盛な生育肥大

に伴って，吸収量も著しく多くなったが，各養分とも

播種後70日から吸収量も多くなり，特に収穫前10

日間の吸収量は著しく多く，各養分とも全吸収宜の44

～55帝を占めた（第2表）。

第2表　全吸収量を108とした時の時期別養分吸収割合

時 期 i 日 5 1－ 6 0 日 日 日 日 日 日

要 素
～ 5 0 6 1～ 7 0 7 1～ 8 0 8 1～ 9 1 9 2 ～ 1 0 1 1 0 2～ 1 1 1

y 8 2 n 7 4 5 1 0．9 1 8．0 1 9．5 4 6．2

P 0．5 1．8 2．9 a d 1 2．4 1 鼠0 5 5．2

K n 4 1．2 5．1 6．5 2 0．9 1 8．1 4 9．9

C a n 5 2．1 5．5 鼠1 2 5．4 1 2．1 4 9．5

M g n d 2．5 5．7 占．占 1 5．9 2 9．5 4 5．5

葉でがの吸収量が最も多く，次いでⅣ，CaでMg，　K15・717Kクで最も多く，Nがて105晦でこれl歌ぎ・

pはⅣ，Caに比較しきわめて少なかった○すなわち・　Ca5・594Kク，MgtO75Kg・アが最も少なくn841

葉重10a当り2，0用dKPの時の各養分の吸収量は，　Kクであった（第5衷）○

第5表10a当り時期別養分吸収量

部

位

成

分

調　　　　 査　　　　 月　　　　 日

播 種 5 0 日 後 ‘ 0 日 7　0　日 8　0 日 9 1 日 1 0 1 日 1 1 1 日

集

中

N 2 5．5 5 6．7 5 1 0，7 t 7 5 0．7 2，9 5 8 7 4，5 9 5．d ヱ 1 0 5．0

P 8．5 2 Z 5 8 5．5 1 °2．4 2 8 4 5 4 0 ヱ0 8 4 1．0

Ⅹ 7 乳 9 2 9 5．9 8 5 m 2 乙0 2 5．0 5，0 8 9．0 ス 0 9 8．1 1 5，7 1 7 0

C a 5 n O 1 4 9．2 5 5 5．8 8 °5．0 1 8 8 5．2 2．7 5 5．0 5，5 9 4 0

（の M g 8 4 5 5．5 7 7 0 1 5 7二0 2 7 5．1 d O 2．4 t O 7 5．0

根

中

封 － 7 8．9 1 7 9．4 5 8 1．0 1，4 d 5．6 2，4 9 8．1 5．7 D ヱ5

P － 1 1 4 5 4．0 1 1 4．7 2 d R 0 5 1 8．5 t 2 2 5．0

Ⅹ 5．2 7 9．6 2 5 8．7 5 6 見る 2．5 7 1．8 4，5 d R 4 乳 5 8 0．5

C a 1，° 1 1．8 5 5．1 8 0．8 5 5 8 1 4 5 0．1 9 1 エ5

（の M g 8 7 8．2 1 8．占 2 8．2 1 0 占．2 1 9 1．0 5 5 1．2

合

計

が 2 5．5 1 1 5．d 6 9 0．1 2．0 9 1．7 4，5 9 6．5 8．8 9 1．7 1 2．8 1 乙 5

P 6．5 5 8．7 9 9．5 2 7 7二1 5 5 5．5 9 2 5．5 2．0 占4 0

K 8 5．1 5 7 5．5 t O 8 占．9 乙5 9 2．8 1 4 8 m 8 1 t d d Z 5 2 5．2 9 7 5

C a 5 1．° 1 ° 1．0 5 d a 9 9 4 5．8 2．4 2 1．5 5，1 8 5．1 ‘．5 1 1．5

の M g 鼠1 4 1．7 9 5．8 1 8 6．0 1　 5 8 1・5 7 9 1 4 1 4 0 4 2
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板の吸収量は，薫と同様Kが最も多く，次いでNで

あったが，葉と異なりIJに次いではPが多く以下C a，

Mgとなり，X，封に比較LP．Ca，Mgは著しく少

なかった。すなわち10a当り板重さ，501・4Kgの時の

吸収量は，K鼠581軸＼N5．708Kg，P1．225Kク，

Ca O．917KPであった。葉と板の対比でみると，Ⅳは

菜のほうが11痴多く，アは板のほうが約19客，瓦は

葉が約18喀多かったが，Ca，Mgはそれぞれ約71

感，約55感といずれも集が著しく多かった。

lO：〉
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【コ　薫■■　楓

第1図　集と根の時期別養分吸収比

葉と板の時期別の養分吸収比をみると（第1回），

Nでは，各時期とも葉のほうが吸収量が争いが，播種

後68日から80日までは葉のほうの吸収が漸増し90

日から110日の間は板の肥大に伴って葉の吸収量が漸

減する傾向が認められた。：Pは播種後80日までは葉

のほうの吸収量が多く，以後収穫期までは逆に板のほ

うの吸収最が多くなり，葉のほうの吸収割合が板の肥

第4蓑　t　当り養分吸収量

大に伴って漸減する結果を示した。Ⅹの吸収比はNと

同様各時期とも薬が多く，収穫時には約59多と根よ

りも18喀多かったが，吸収比は封と異なり，ア同様

板の肥大とともにほぼ漸減する傾向を示した。Ca，

Mgはいずれも他の養分に比較し，著しく秦の吸収比

が高く，CaのほうがMgよりやや葉の吸収比が高い0

しかし，葉の吸収比の時期的経過は非常に似た傾向を

示し，播種後50日から70日までは漸減するが，80

日にはごくわずかではあるが吸収比が高まり，90日に

は最も吸収比が低くなり，その後また高まると云う傾

向を示した。

結局，10a当り5．501Kgの収量の時の養分吸収量

は，N12，815KダーP2・0…KgI X25・298Kク，Ca

‘．511晦　Mgt402Kgとなり，Xの吸収量が著しく

多く，Nの吸収量に比較し，Ⅹ172多，Pl‘‰Ca

52帝，Mg12喀となった。

これらの吸収量，さらに前年に調査した吸収量から，

短観ニソジンt当りの各養分吸収量を示したのが第4

蓑である。昭和45年と44年では，収量も約20感

の差があるが，t当りの各養分の吸収量は，収量の多

かった44年が43年に比較して，封，Ca，Mgは多

く，アはほぼ同程度，Kは45年のほうが多かった0

しかし，Rは．別に設けた無K区の跡地土壌の分析

結果ではやや富む土壌で（昭和44年），施肥丑から

みても施肥量よりも10a当り8Kクも上回っており，

乾物中のK含有率も葉で47乳，根が5・8痴あって，

多くの野菜で集中のE含有率が2多もあれば生育，収

量への影軌はないようだと云われている所からみても．

ぜい沢吸収をしているのではないかと推察される。

年　　　 次 1 0 a 当 り収 量 N ア Ⅹ C a M g

昭　　 4 5
2．7 5 2　 K g 5．5 5 5　 才 8 1 5　 才 ス8 9 9　 才 t l d 5　 才 1 2 8　 ㌢

昭　　 4 4 5．5 0 1 5．8 8 1 ‘2 5 て0 5 7 1 9 1 2 4 2 5

平　　　 均 5，0 2 7 5．° 1 7 6 2 0 1 4 7 8 t 5 5 9 2 7 （～

4　む　　す　　び

短根こソジンにおける主要成分の吸収最は．生育の

緩慢な中期までは少ないが，板の生育肥大が急速に行

なわれる生育後期に著しく多くなる。10a当り葉重

2，020Kク，根重5．50日毎の時の主要成分の吸収急は，

pl乙815Kg，P2■064Kg，Ⅹ25・298K9－Cad・511

Kク，hlg1．404kgとなったが，この中Kは他の分析例

からみてもぜい沢吸収しているとみられるふしがある。

Ⅳを100としたときの吸収比は，fld，Ⅹ172，

Ca52，Mgとなり，Kの吸収量が著しく多かった○

生体部位別の分布割合は，葉と板の対比でそれぞれ

N＝5占：44，ア彗41：59，Ⅹ＝59：41，Ca・；3

8°：14，Mg≡7占：14で，P以外の養分はすべて

葉のほうが多く，特にCa，Mgは葉に著しく多かっ

た。




